
第１学年 国語科学習指導案 
日 時  平成２７年１０月１日（木）５校時 
児 童  第１学年 男４名 女３名 計７名 
指導者  教 諭 冨 澤 広 子 

 
１ 単元名 すきなおはなしをにんぎょうげきでしょうかいしよう  

「サラダでげんき」（東京書籍１年下） 
 
２ 目標 
 ○ 物語に興味をもち，楽しんで読もうとする。          （国語への関心・意欲・態度）  

○ 人物の登場する順序や行動に着目し，場面の様子について想像を広げながら読むことができる。  

（読むことウ）  

○ 人形劇にしたい本や文章を選んで読むことができる。             （読むことカ）  

○ 平仮名及び片仮名を正しく読むことができる。 （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 
 
３ 単元について 
（１） 児童について 

小学校に入学してから児童は，「たくさん字を読んでみたい，書いてみたい」という気持ちが強く

国語の学習には大変意欲的に取り組んでいる。文学的文章「あめですよ」「とんこととん」では，挿

絵と文を照らし合わせながらお話の大体をつかむことや場面の様子を想像したりすることなどを学

習してきた。「あめですよ」については，言葉のリズムを楽しみながら読み，動物の特性と雨に対す

る感覚を表情と照らし合わせながら楽しく読むことができた。「おおきなかぶ」では，繰り返しの言

葉やリズム感のある文章を楽しみながら読み，次々に出てくる登場人物に自分を重ね，つなぎの台詞

を考えたり，ぬけた後の登場人物の台詞を考えてみんなに教えたりすることができる児童がいる一方

で，自分の出る順番と台詞を暗記するだけの児童もいるなど，個人差が見られた。また，叙述をもと

に場面を想像して読める子はごく少数である。また，なぜそう感じたのか理由を発表できる子もごく

少数である。 
そこでこの単元では，行動や会話など人物がしたことに着目して物語を読む力を育てていきたい。

また，自分のお気に入りの場面を選ぶことで目的を持って読む力をつけるとともに，それを紹介し合

うことで友達の考えにも興味をもって聞こうとする態度も育てていきたい。 
 

（２）位置づけた言語活動について 
 本単元では，「Ｃ 読むこと」の「内容（１）ウ 場面の様子について，登場人物の行動を中心に

想像を広げながら選んで読むこと」「カ 楽しんだり知識を得たりするために，本や文章を選んで読

むこと」を重点目標とする。そのために，言語活動例「イ 物語の読み聞かせを聞いたり，物語を演

じたりすること」を具体化し「自分のお気に入りのお話を人形劇で紹介する」という言語活動を設定

した。 
 
 



（３）研究に関わる手立て 
手立てⅠ 付けたい力を明確にした言語活動の具現化を図る 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
 
手立てⅡ 自分の思いや考えをつむぎ合う活動の充実を目指す 

毎時間の「深める」の段階で，登場する動物，おすすめの材料とそのわけをおさえる読みをし，

人形劇を通して読み取ったことを生かしてどんな風に読んだり動かしたりして発表するかを考え

る活動をする。なぜそう動かすのか，どう読むかの理由を叙述に即して発表しあう活動を取り入れ

ることで，場面の様子や登場人物の様子，順序をとらえて読むことができると考える。その際，読

みを深めるために，教師が着目させたい文や言葉を取り上げてみんなで考え，考えを出し合いつむ

ぎ合うことでさらに場面の様子を想像しながら物語を読む力が身につくと考える。 
 
４ 単元の評価規準 
 ○自分のお気に入りの場面の「人形劇」をすることに興味をもち，物語を楽しんで読もうとしている。  

      （国語への関心・意欲・態度） 
  ○場面の様子を人形劇で表すという目的をもって，人物の登場する順序や登場の様子，登場人物の行

動に気をつけて読み，場面の様子を想像している。              （読む能力）ウ 

○人形劇にして紹介したい本や文章を選んで読んでいる。            （読む能力）カ 
 ○本文に出てくる平仮名及び片仮名を正しく読んでいる。  （言語についての知識・理解・技能） 

 

【本単元で身につけさせたい力】 
Ｃ 読むこと： ウ 場面の様子について，登場人物の行動を中心に想像を広げながら読むこと  

 
【設定した言語活動及びその特徴 】 
言語活動：自分のお気に入りのお話しを人形劇にして紹介する （言語活動例イ）  
特  徴：「人形劇」には，①登場人物の順序や行動・様子に気をつけて読むこと ②読み取っ

たことを生かした台本を作ること ③台本をもとに工夫しながら楽しんで発表する

こと を位置づける。そして友達と交流することで他の読み物にも興味をもつことが

できる。      
相  手：学級の友達 
目  的：「人形劇」をすることで，場面ごとに登場する動物や場面の様子がわかり，お気に入

りを紹介し合うことで友達が読み取ったことや友達が選んだ本について知ることが

できる。 
児童の思い：自分が選んだ動物や場面の様子を人形劇で発表したい。みんなの発表を聞きたい。 
能  力：・本を選ぶ力 

・登場人物の行動や会話，挿絵に着目して読み，友達に伝えたいことを工夫して発表

する力 
・お気に入りの理由をまとめる力 
・相手の思いを受け止める力 

 



５ 単元の指導構想（１５時間 本時９／１５） 
過

程 
 学習活動 具体の評価規準 指導にあたって 

見 

通 

す 
 

１ 

○単元全体の学習の見通しを

持つ。 
○「サラダでげんき」の人形劇

をし，自分の選んだ本のお気

に入りの場面も人形劇で発

表することを知らせる。 

 関教材文のねらいを確かめ，物

語に関心を持ち，これからの

学習に対して興味を持って読

もうとしている。 
 

・「サラダでげんき」の物語を詳し

く読んで人形劇で発表するこ

と，さらにいろいろな物語を読

んで好きなところを人形劇で発

表し合うことを知らせ，学習へ

の意欲につなげる。 
・教師が作った「おおきなかぶ」

のモデルを紹介し，イメージを

持たせる。 

確 

か 

め 

る 

２ 

○新出漢字とカタカナの練習

をする。 

○全文を通読する。 

  ・漢字の読みや筆順，意味のとら

えにくい語句について全員で確

認する。 

３ 

○登場人物をつかむ（物語の大

体の流れつかむ。） 

○好きな登場人物，気に入った

登場人物をノートに書く。 
 

 読出てくる順番をとらえ，挿絵

を手がかりに物語の流れをつ

かんでいる。 
言「誰が」「どうした」をとらえ

て文章を読んでいる。カタカ

ナで表わされたいろいろな表

現の意味を考えたりカタカナ

に慣れたりしながら読もうと

している。 

・教師が登場人物について発問し

たり，挿絵や一文の短冊黒板を

使ったりして物語の順序をつか

ませる。 
・挿絵を手がかりに好きな登場人

物，気に入った登場人物のペー

プサートを作る。  

深 
 
 
 

 

め 
 

 
 
 

る 

４ 

○りっちゃんがサラダを作る

ことになった場面を読む。 

 

 読りっちゃんがサラダを作り始

めたわけを読み取って台本に

書き，人形の動かし方に生か

そうとしている。 
 

・「トントントン」「シャキシャキ

シャキ」などに着目させながら

場面の様子を想像させ，ペープ

サートの動かし方や音読の仕方

を工夫させる。 

５
・
６ 

○のらねこと犬が教えたこと

とそのときの様子を想像し

て読む。 

 

 読のらねこや犬の登場の様子，

教えてくれたことやそのわけ

を読み取って台本に書き，人

形の動かし方に生かそうとし

ている。 

・のらねこや犬の好物，得意なこ

とにサイドラインをひかせ，ペ

ープサートの動かし方や音読の

仕方を工夫させる。 

７
・
８ 

○すずめとありが教えたこと

とそのときの様子を想像し

て読む 

 

 読すずめやありの登場の様子，

教えてくれたことやそのわけ

を読み取って台本に書き，人

形の動かし方に生かそうとし

ている。 

・すずめやありの好物にサイドラ

インをひかせたり，生活経験を

もとに様子を想起させたりしな

がら ペープサートの動かし方

や音読の仕方を工夫させる。 
○馬と白熊が教えてくれたこ

ととそのときの様子を想像

して読む。 

 読馬や白熊の登場の様子，教え

てくれたことやそのわけを読

み取って台本に書き，人形の

動かし方に生かそうとしてい

る。 

・馬や白熊の様子や好物にサイド

ラインをひかせ， ペープサート

の動かし方や音読の仕方を工夫

させる。 

９
（
本
時
） 

○アフリカ像がしたこととそ

のときの様子を想像して読

む。 

 読アフリカ像の登場の様子，教

えてくれたことやそのわけを

読み取って台本に書き，人形

の動かし方に生かそうとして

いる。 

・アフリカ象の得意なことや特徴

にサイドラインをひかせ，ペー

プサートの動かし方や音読の仕

方を工夫させる。 

１０ 

○サラダを食べたときのりっ

ちゃんやお母さんの様子を

想像して読む。 

 読サラダができてお母さんと一

緒に食べているときの様子を

読み取って台本に書き，人形

の動かし方に生かそうとして

いる。 

・動物たちが好きな食べ物，元気

になる食べ物を教えてくれたこ

とを振り返らせ，りっちゃんと

おかあさんの ペープサートの

動かし方や音読の仕方を工夫さ

せる。 

並 
 

 
 

行 
 

 
 

読 
 

 
 

書 
 

先 

行 

読 

書 
 

自分のお気に入りのお話を人形劇にして紹介しよう 



１１

１２ 

○人形劇で発表したいところ

の場面を練習する。  
 

話聞物語を読んで分かったこと

をもとに，発表することがで

きるよう台本を見たり友達と

相談したりして練習してい

る。 

・これまで学習してきたことを生

かして，台本を使って様子や人

物の気持ちが表れるように工夫

させて発表させる。 

１３ 

○人形劇を発表し合う 

 

話聞聞き手に工夫したことが伝

わるように，声の大きさや速さ

などに注意して，はっきり読も

うとしている。 

・友達が工夫した発表もしっかり

きくようにし，感想をもって聞

かせる 

広
げ
る 

 

１４ 

○選んだ本の好きなところの

人形劇の練習をする。 

 

読並行して読んできたいろいろ

な物語の好きなところの読み方

を台本にかき，工夫して発表し

ようとしている。 

・これまで学習してきたことを生

かして，ペープサートや台本を

使って様子や人物の気持ちが表

れるように工夫させて発表させ

る。 

１５ 

○人形劇を発表し合う 

 

話聞聞き手に工夫したところが

伝わるように，声の大きさや速

さなどに注意して，はっきり読

もうとしている。 

・これまで学習してきたことを生

かして，自分の選んだ本の好き

な場面の人形劇を発表しあい，

感想を交流させる。 

 

６ 本時の指導(９／15) 

 (１)目標 

  ・ぞうが自分の得意なことを生かしてサラダを仕上げた様子を想像して読むことができる。 

(発言，ノート，ワークシート) 

(２)展開 

 学 習 活 動 
支援(○)留意点(・) 

研究主題とかかわるところ（◎） 

備

考 

つ 
 

か 
 

む 

（
５
） 

１ 前時までの学習を確認する。 

 ・前時までの読み取ったことと本時も人

形劇でどんな工夫をしていくか学習す

ることを確認する。 

２ 本時の学習課題を確認する。 

 

 

 

３ 課題解決への見通しをもつ。 

 ・アフリカぞうとりっちゃんのペープサ

ートを使って人形劇をすることを確認

する。 

◎学習計画を確認しながら，本時も人形

劇につながる学習であることを意識さ

せる。（◎仮説１） 

 

 

 

 

・人形劇で紹介するために・・・ 

 ①材料とわけにサイドラインを引く。 

 ②「会話文」の読み方やペープサートの

動かし方を考える。 

 ことを確認させる。 

掲
示 

アフリカぞうのばめんを 

にんぎょうげきでしょうかいしよう。 

並 

行 

読 

書 
 



学 

ぶ
（
１５
分
） 

 
 

 
 
 

深
め
る
（
１５
分
） 

４ アフリカぞうの登場の様子，サラダに入

れる材料や入れる理由について読み取る。 

 ①おすすめの材料とわけにサイドライン

を引く。 

   ｃ：油と塩と酢です。わけは･･･？ 

  ｃ：わけが書いてないけど味がおいしくな

ると思います。 

  ｃ：しっかり混ぜるとおいしくなってたく

さん食べられると思います。 

 ②「会話文」の読み方やぺープサートの

動かし方を考える。 

 ・登場の様子から読み方を考える 

  ｃ：忙しそうに動かして急いで読みます。 

    ⇒ せかせかと降りてきました。と書いて

あるから速く読む。せかせか動かす。 

  ｃ：ごめんね。という気持ちで読む。 

   ⇒でも，もうできあがったの。とあるか

らです。頭を下げるように動かす。 

ｃ：自信を持って読む。 

   ⇒ ぼくの最後の仕上げでおいしくなる

ぞ。おいしくしたい。見てて！ 

  ｃ：ペープサートを大きく動かす。 

⇒ 力持ちのアフリカぞうなので大きく

動かす。 

 ・台本に読み方・動かし方のメモをする。 

５ 話し合ったことを生かして人形劇をする 

・登場の様子，サラダに入れる材料，材料

を入れる理由に着目して音読させる。 

 

◎サラダができあがったのになぜ「これ

からがぼくのしごと」なのか着目させ，

前時までに学習してきた「自分の好物」

ではなく，人間にとっておいしくなる

ように工夫してくれていることをみん

なで考えていく。（※仮説２ めざす児

童像①③⑤） 

 

◎自分が考えた読み方の理由を発表し合

うことでどんな動きでどんな読みをす

ればいいかみんなで考えていく。 

（※仮説２ めざす児童像③⑤） 

 

 

 

 

 

 

○板書を手がかりに書くように支援する。 

 

掲

示 

ま
と
め
る
（
１０
分
） 

６ 学習のまとめをする。 

 

 

７ 次時の学習内容を確認する。 

・板書を手がかりにおかあさんを元気にす

るために本時の動物もがんばってくれた

ことを確認する。 

・本時の学習でわかったことや友達の意見

を聞いて参考になったことを振り返る。 

 

 
（３）本時の評価規準 

目標（領域） Ａ 十分満足 Ｂ 概ね満足 Ｃ 支援の手立て 

アフリカぞうの登場

する様子，行動に気を

つけて読み，場面の様

子を想像して読むこと

ができる。 

アフリカぞうの登場

する様子，行動に気を

つけて読み，場面の様

子を想像して動かし方

や読み方を工夫したり

台詞を付け足したりし

て人形劇をすることが

できる。 

アフリカぞうの登場

する様子，行動に気を

つけて読み，場面の様

子を想像して動かし方

や読み方を工夫して人

形劇をすることができ

る。 

アフリカぞうの登場

の様子，会話に気をつ

けて読み，友達の読み

方を聞いて一緒に読ん

だり，動作をまねした

りできるよう支援す

る。 

 



（４）板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

サ
ラ
ダ
で
げ
ん
き 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

材
料 

 

あ
ぶ
ら
、
し
お
、
す 

 
 
 

わ
け 

 

味
付
け
を
す
る
と
お
い
し
く
な
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

し
っ
か
り
混
ぜ
る
と
お
い
し
い
。 

 

せ
か
せ
か
と
お
り
て
き
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

は
や
く 

い
そ
が
し
そ
う
に 

 

ま
に
あ
っ
て 

よ
か
っ
た 

よ
か
っ
た 

 

ひ
と
つ
お
て
つ
だ
い 

し
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 

は
り
き
っ
て
い
る 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

「
あ
り
が
と
う
。
で
も
、
も
う
で
き
あ
が
っ
た
の
」 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ち
い
さ
い
こ
え
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご
め
ん
な
さ
い
の
き
も
ち 

  
 

 
 

「
い
や
い
や
、
こ
れ
か
ら
が
ぼ
く
の
し
ご
と
。」 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

じ
し
ん
も
っ
て 

お
お
き
な
こ
え 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

  

ア
フ
リ
カ
ぞ
う
の
ば
め
ん
を 

に
ん
ぎ
ょ
う
げ
き
で
し
ょ
う
か
い
し
よ
う 

挿絵 

ぼ
く
も
お
い
し
い
サ
ラ
ダ
に
す
る

た
め
に
お
て
つ
だ
い
に
き
た
よ
！ 

ご
め
ん
ね
。
せ
っ
か
く

来
て
く
れ
た
の
に･

･
･

。 

と
く
せ
い 

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を 

し
っ
か
り
ま
ぜ
よ
う 

し
っ
か
り
ま
ぜ

て
お
い
し
い
サ

ラ
ダ
に
す
る
ぞ
。 


